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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年7月3日(2014.7.3)

【公開番号】特開2012-256173(P2012-256173A)
【公開日】平成24年12月27日(2012.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2012-055
【出願番号】特願2011-128361(P2011-128361)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ２１０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ４１９Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月20日(2014.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特徴空間の位置データが含まれるクラスタに与えられるクラスタ名称を示すクラスタ名
称表示を表示部に表示させる表示制御部と、
　前記クラスタ名称表示へのユーザの操作を取得する操作取得部と、
　前記操作に応じて前記クラスタ名称を編集するクラスタ名称編集部と、
　を備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記クラスタ名称は、階層構造を有する名称群においていずれかの階層に属する名称を
用いて生成され、
　前記クラスタ名称編集部は、前記操作に応じて異なる前記階層に属する名称を用いて前
記クラスタ名称を生成する、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記操作取得部は、前記操作として、前記ユーザが前記クラスタ名称表示を第１の向き
または前記第１の向きとは異なる第２の向きに移動させる操作を取得し、
　前記クラスタ名称編集部は、前記第１の向きに移動させる操作が取得された場合にはよ
り上位の前記階層に属する名称を用いて前記クラスタ名称を生成し、前記第２の向きに移
動させる操作が取得された場合にはより下位の前記階層に属する名称を用いて前記クラス
タ名称を生成する、請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記クラスタ名称は、階層構造を有する名称群において相異なる階層に属する名称を併
記することによって生成され、
　前記操作取得部は、前記ユーザが前記クラスタ名称表示を拡縮させる操作を取得し、
　前記クラスタ名称編集部は、前記クラスタ名称表示がより大きくなるにつれて、より多
くの階層に属する名称を併記した前記クラスタ名称を生成する、請求項１～３のいずれか
１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記クラスタ名称は、階層構造を有する名称群においていずれかの階層に属する名称を
用いて生成され、
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　前記表示制御部は、相異なる前記階層に属する複数の名称を一覧表示し、
　前記操作取得部は、前記ユーザが前記一覧表示から少なくとも１つの名称を選択する操
作を取得し、
　前記クラスタ名称編集部は、前記少なくとも１つの名称を用いて前記クラスタ名称を生
成する、請求項１～４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記クラスタを含み木構造を有するクラスタ群の情報を取得し、前
記木構造のノードの名称を前記表示部に表示させ、
　前記操作取得部は、前記ユーザが前記ノードの名称から少なくとも１つの名称を選択す
る操作を取得し、
　前記クラスタ名称編集部は、前記少なくとも１つの名称を用いて前記クラスタ名称を生
成する、請求項１～５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記クラスタ名称は、１または複数の前記位置データに対応する複数の名称を併記する
ことによって生成され、
　前記表示制御部は、前記クラスタ名称表示において、前記各名称の属性に応じて、前記
各名称の表示方法を変化させる、請求項１～６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記各名称の属性は、前記各名称に対応する前記位置データの数である、請求項７に記
載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記各名称の表示方法の変化は、前記各名称の文字の大きさの変化である、請求項８に
記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　特徴空間の位置データが含まれるクラスタに与えられるクラスタ名称を示すクラスタ名
称表示を表示部に表示させることと、
　前記クラスタ名称表示へのユーザの操作を取得することと、
　前記操作に応じて前記クラスタ名称を編集することと、
　を含む情報処理方法。
【請求項１１】
　特徴空間の位置データが含まれるクラスタに与えられるクラスタ名称を示すクラスタ名
称表示を表示部に表示させる機能と、
　前記クラスタ名称表示へのユーザの操作を取得する機能と、
　前記操作に応じて前記クラスタ名称を編集する機能と、
　をコンピュータに実現させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８０】
　このように、クラスタ名称編集部１３は、クラスタ名称表示１４０を移動させるユーザ
の操作に応じて、クラスタ名称表示１４０として用いられる名称の階層を変更する。図示
された例では、クラスタ名称表示１４０を右に移動させる操作に応じて、より上位の名称
がクラスタ名称表示１４０として表示される。一方、クラスタ名称表示１４０を左に移動
させる操作があった場合、より下位の名称がクラスタ名称表示１４０として表示される。
つまり、操作取得部１１によってクラスタ名称表示１４０を左に移動させる操作が取得さ
れた場合、表示部１５の表示は、（ｃ）から（ｂ）へ、また（ｂ）から（ａ）へと変化す
る。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　　（ピンチ操作によるクラスタ名称の変更）
　図２２は、本開示の第４の実施形態において、クラスタ名称表示へのピンチ操作によっ
てクラスタ名称が変更される例を示す図である。図２２は、クラスタ名称が変更される過
程を示す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１１】
　（ｂ）では、クラスタ編集部１２が、上記の２つのクラスタ表示２３０によって示され
るクラスタを包含する新たなクラスタを生成する。クラスタ編集部１２は、生成されたク
ラスタの情報を表示制御部１４に提供し、表示制御部１４は、新たなクラスタの２次元平
面への射影をクラスタ表示２３０として表示部１５に表示させる。また、クラスタ編集部
１２は、生成されたクラスタの情報をクラスタ名称編集部１３に提供し、クラスタ名称編
集部１３は、生成されたクラスタについてクラスタ名称を生成する。クラスタ名称編集部
１３は、生成されたクラスタ名称を表示制御部１４に提供し、表示制御部１４は、クラス
タ名称“富士山”をクラスタ名称表示１４０として表示部１５に表示させる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２０】
　一方、クラスタ編集部１２は、生成されたフォルダの情報をクラスタ名称編集部１３に
提供し、クラスタ名称編集部１３は、生成されたフォルダについてフォルダ名称を生成す
る。クラスタ名称編集部１３は、例えば、フォルダに含まれるファイルの名称を併記して
“テキストＡとテキストＢ”というフォルダ名称を生成する。クラスタ名称編集部１３は
、生成したフォルダ名称の情報を表示制御部１４に提供し、表示制御部１４は、フォルダ
名称をフォルダ名称表示３４０として対応するフォルダアイコン３３０の近傍に表示する
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２６】
　一方、クラスタ編集部１２は、生成されたフォルダの情報をクラスタ名称編集部１３に
提供し、クラスタ名称編集部１３は、生成されたフォルダについてフォルダ名称を生成す
る。クラスタ名称編集部１３は、例えば、フォルダに含まれるフォルダの名称を併記して
“テキストと音楽”というフォルダ名称を生成する。クラスタ名称編集部１３は、生成し
たフォルダ名称の情報を表示制御部１４に提供し、表示制御部１４は、フォルダ名称をフ
ォルダ名称表示３４０として対応するフォルダアイコン３３０の近傍に表示する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０２３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３８】
　　（フォルダの削除）
　図３１は、本開示の第７の実施形態においてフォルダが削除される例を示す図である。
図３１は、フォルダが削除される前後の状態を示す。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５９】
　１０　　　情報処理装置
　１１　　　操作取得部
　１２　　　クラスタ編集部
　１３　　　クラスタ名称編集部
　１４　　　表示制御部
　１５　　　表示部
　１６　　　クラスタ情報
　１００　　地図
　１１０　　画像アイコン
　１２０，３２０　　軌跡
　１３０，２３０　　クラスタ表示
　１３５　　サブクラスタ表示
　１４５　　サブクラスタ名称表示
　１４０　　クラスタ名称表示
　１６０　　木構造表示
　１６１　　ノード
　２００　　３次元空間
　３００　　ファイル配列
　３１０　　ファイルアイコン
　３３０　　フォルダアイコン
　３３１　　サムネイル表示
　３４０　　フォルダ名称表示
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